
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２0 日（土）に、「ホタル観賞会」が開催され、100 名ほどの地域のお子

さんやそのご家族でにぎわいました。 

毎年「富海をホタルの里にする会」の方々のご尽力により、ホタルの産卵、

幼虫のお世話、そして、富海小児童のお手伝いで幼虫を新川川岸へ放流をするという、ホタル

の飼育が営まれております。 

昔のように、富海地域でホタルの乱舞が観られるようにとの思いの中での取組ですが、その

成果の発表の場が「ホタル観賞会」です。「富海をホタルの里にする会」の皆さんのお陰で、少

しずつですが（随分と）ホタルが舞うようになってきています。 

本来であれば、コロナ前のように「ホタルまつり」を開催することができれば良いのですが、

今年度もコロナ対策で観賞会にとどめました。来年度は、富海地区の皆さんのお力をお借りし

て「ホタルまつり」が盛大に開催できることを願っています。 

当日、子どもたちには「お菓子」が配られました。「お菓子」をもらった子どもたちは大喜び

でした。日が暮れるまで、「富海をホタルの里にする会」の相本勲会長からホタルのお話を聞

きながら時間を過ごしました。 

その後、新川へ移動し、ホタルの鑑賞をしました。 

子どもたちは、注意事項をよく守り、事故もなくホタル観賞を楽しみました。 

 

憩の家に集合！ 

草上のホタル 

５月２0 日（土）に富海ふれあい店舗前菖蒲畑で 

「菖蒲まつり」が開催されました。天候にも恵まれ、多くの地域の 

人たちが来られました。 

当日は、菖蒲畑内で「アフリカ民族音楽」の演奏会や JA 女性部 

花咲きガールズによるカレーやぜんざいの販売がありました。また、 

清水家の開放もあり大いに賑わいました。 

カレーやぜんざいのチケット販売に地元の中学生もボランティア 

で参加し、大活躍でした。JA の皆さん、関係者の皆さん、富海中 

学校の生徒の皆さん、先生方、お疲れ様でした。 



 

 

 

 

 

現在、「家庭教育学級」の参加者（登録者）の受付を行っています。これまでも参加者を

募って参りましたが、参加者が少ないことを残念に思います。小学校を通して、ご案内文書

を配布させていただいております。多くの方の参加（登録）をお願いしたいと思います。 

 「家庭教育学級」は、親子の触れ合いを通して、家庭教育に関連する学習を学ぶ場です。

対人関係におけるコミュニケーション能力を身につけたり、遊びを通して自立性・協調性を

身につけたりするためにも、就学前のお子さんや児童、生徒のおられる親御さんは、是非

「家庭教育学級」をご利用くださいませ。 

 本年度の予定については、日時等未定の学習プログラムもありますが、決定次第お知らせ

します。ご質問やご意見等については富海公民館までお問い合わせくださいませ。 

  自治会防災部と防災士、消防団が「土のう」を作りました。 

今年度は、作った「土のう」は非常時に使うため、非常時

以外の持ち帰りはできなくなりました。必要な方は自分で

「土のう」を作って持ち帰ってください。真砂や袋は用意し

ております。その際は、公民館職員への声かけをお願いしま

す。 

これから梅雨時期に入ります。「土のう」の活用をお願い

します。真砂の場所は、公民館西側です。  （上の地図を参照してください。） 

富海公民館→市役所本庁 

本庁職員へテレビ電話相談ができます 

市へ提出する書類の 
書き方がわからない。 

テレビ電話で一緒に 
記入できる。 

ぜひ、お気軽にお試しください！ 

≪例えばこんなとき…≫ 

 

富海公民館では、新規自主事業として「との

みんまなび～教室」を始めます。 

富海公民館自主事業 
とのみんまなび～教室 

 

第１回は 6/30（金） 

「エンディングノート書き方講座」です。 

内容：座学、体験、作品制作など多ジャンル 

☆リクエスト募集中 

時期：不定期開催（随時ご案内します） 

対象：興味のある方ならどなたでも 

   （１回のみの参加OKです） 

積極的にご活用・ご参加願います。 


